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1 はじめに

本稿では，ある一つの話題についての口語会話文を

入力し，そこから話題を表す語（話題語）を出力する

手法を提案する．話題とは会話の中に継続して存在し

ている主軸の事を指し，例えば発話内で繰り返し出現

する語句などはその会話群の話題である可能性が高い．

しかし一方で話題とは，会話を形成している発話群全

体から新たに想起される語句で表現される場合も多い．

「食事」という語句が発話中に出現していなかったと

しても，「好きな料理」や「昨夜のメニュー」などにつ

いての会話は食事の話題であると言える．会話文から

全体に共通する要素を自動的に抽出し，それを表現す

る語句を新たに想起する機構があればより人間らしい

話題推定を行うことができると考える．提案手法は入

力を自然な口語会話とし，文法の崩れた発話から得ら

れる名詞群のみからの話題語想起を行う．話題となる

語を会話文中以外の語句からも出力するために，語概

念連想システム [1, 2]という語の意味定義と関連性の

定量化を行う機構を活用する．

2 語概念連想システム

語概念連想システムとは，人間のように柔軟な語句

の意味理解を行うことを目指す機構である．語の意味

を定義した「概念ベース」および関連性の定量化を行

う「関連度計算方式」により語概念連想システムは構

築される．

2.1 概念ベース

概念ベース [1]は複数の電子化国語辞書などの見出

し語を概念として定義し，人間が持つ概念への常識的

な知識をモデル化した知識ベースである．ある概念の

意味定義は，属性と呼ばれる他の概念群と属性それぞ

れの重要さを表す重みによってなされる．概念ベース

の具体例を表 1に示す．

表 1: 概念ベースの具体例
概念 属性

野球 (本塁打,1.06) (硬球,1.00)…

本塁打 (長打,1.95) (安打,0.87)…

投手 (完投,1.78) (失投,1.78)…

概念ベースにおいて属性に現れる語句は，全て概念

として定義されている．そのため，概念「野球」の意

味定義を行う属性「本塁打」も概念ベースにおいて意

味定義がなされている．このような意味定義の連鎖的

な構造により，より人間らしい語句の意味定義が可能

となる．図 1に概念ベースの連鎖構造の例を示す．
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図 1: 概念ベースの連鎖構造

2.2 関連度計算方式

関連度計算方式 [2]は概念と概念の関連性を関連度

とよばれる数値で定量的に表現する手法であり，その

有効性が示されている．関連度は 0.0から 1.0の値を
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取り，概念間の関連が強いほど大きな値を示す．関連

度の具体例を表 2に示す．

表 2: 関連度計算の例
概念 A 概念 B 関連度の値

野球 野球 1.00

野球 バット 0.11

野球 叔母 0.00

関連度は概念同士の属性の対応により算出される．

互いが持つ属性の内，最も意味が近いもの同士の組を

作った上でそれぞれの重みを用いて関連度を算出する．

3 口語会話文からの話題推定手法

提案手法はある一つの話題についての口語会話文を

入力し，そこから話題を表す語（話題語）を出力する．

提案手法の流れを図 2に示す．
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図 2: 提案手法の流れ

まず口語会話文から形態素解析により名詞を抽出し，

それらに対し TF・IDFによる重み付けを行う．重み

に対して閾値を定め，この値を超えた名詞は話題語と

して出力する．閾値を超える語が存在しない場合は三

つの処理を行い「語の抽象化」を行う．

3.1 口語会話文の入力

入力はある一つの話題についての，複数人による口

語会話文とする．話題が継続している限りは一つの入

力として扱うため，文量に制限はない．本稿において

は入力する口語会話文を名大会話コーパス [3]より抜

粋した．口語会話文の例を図 3に示す．
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図 3: 口語会話文の例

名大会話コーパスの口語会話文は一つの話題が継続

したものではないため，文中から目視で同じ話題の続

く会話部分を抜粋している．抜粋した会話文に対して

話題を表す語を付与し，それを 3名の被験者で評価し

た．抜粋した会話文と付与された話題を表す語が正し

いと 3名全員が判断した場合のみを採用する．図 3に

示した例であれば話題は「野球」となった．

3.2 名詞抽出と重み付け

入力された口語会話文から名詞を抽出し，TF・IDF

による重み付けを行う．

重み付けの文書集合は名大会話コーパスに収録され

ている全会話文とした．この時，名詞に付与した重み

が閾値 1.0を超えていた場合はその名詞を話題語とし

て出力し，処理を終了する．例えば，図 4に示す会話

文を入力した場合には文中の名詞「バーゲン」に付与

される重みが 4.08となった．この場合，話題語とし

て「バーゲン」を出力する．
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図 4: 話題語「バーゲン」の会話例

― 648 ― Copyright(C) 2018 The Association for Natural Language Processing.
All Rights Reserved.



TF・IDF による重みが著しく大きいということは

口語会話中にある頻出する語が存在し，他の会話中で

はその語が出現しづらいことを示す．特に出現頻度は

話題の決定において重要であると考える．会話中で何

度も繰り返される語が存在する場合，その語を話題の

中心として会話が行われている可能性が高いと考えら

れる．

3.3 語の抽象化-高関連語の取得

重み付けにより話題語が取得できなかった場合は，

語の抽象化を行う．抽象化とは会話文中に出現する語

の集合から共通要素を抽出し，その共通要素を持ち合

わせた別の語を概念ベースを用いて想起することを指

す．会話全体が共通して背景に持っている要素が話題

であると考え，まずその共通要素が何であるかを自動

的に判別する．その上で共通要素をすべて説明できる

語を想起すれば，それが話題となるのではないかと考

えられる．

まず，3.2節で付与した重みが最も大きい名詞と会

話中のすべての名詞との関連度を算出する．この関連

度が高い上位 5語を高関連語として取得する．重みが

大きい名詞は会話中に存在する共通要素を持っている

と考えられるため，その名詞と関連の強い他の名詞を

取得することで同じく共通要素を持つと思われる名詞

の数を増やす．

例として図 3に示した会話文では，最も重みの大き

い名詞として「グラブ」が得られる．この「グラブ」

と会話文中のすべての名詞との関連度を算出した結果，

上位 5語は「グラブ，打者，盗塁，選手，間」となっ

た．これらを高関連語とする．

3.4 語の抽象化-共通一次属性の取得

3.3節で取得した高関連語の一次属性を概念ベース

を用いて展開し，共通する属性（共通一次属性）の取

得を行う．処理の例を図 5に示す．

3.3節で取得した高関連語「グラブ，打者，盗塁，選

手，間」の一次属性をすべて展開する．その上で多く

の高関連語が共通して持つ一次属性を共通一次属性と

して取得する．図 5では「球技」という属性が高関連

語のうち 3語に出現している．同様にすべての一次属

性について共通して出現する高関連語の数を調べ，そ

の数が多い上位 5語を取得する．共通して出現する高

関連語の数が同じ一次属性が取得された場合は 3.3節

で算出した関連度が高い高関連語の属性を優先する．
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図 5: 共通一次属性の取得例

この例では最終的に共通一次属性として「走者，球技，

野球，選手，数える」が得られる．

高関連語は共通要素を持つと思われる名詞群である．

その名詞の意味は概念ベースにおいて各々が持つ属性

によって定義されている．高関連語が持つ意味のうち，

出来るだけ多くに共通して出現するものは共通要素を

表すと考えられる．

3.5 語の抽象化-共通概念の取得

共通一次属性は会話文中に存在する共通要素を表す

語群であるため，その共通要素で意味定義されている

概念はつまり話題を示す語ではないかと考えられる．

そこで 3.4節で得られた「共通一次属性」を多く属性

として持つ概念を共通概念として取得し，得られた語

を最終的な話題語とする．処理の例を図 6に示す．
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図 6: 共通概念の取得例
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3.4節で取得した共通一次属性は「走者，球技，野

球，選手，数える」である．図 6に示す通り，例えば

生還，打者，野球といった概念はこれらの共通一次属

性のうち 4語を属性として持っている．この数を概念

ベース内すべてで調べ，最も多く共通一次属性をもつ

概念を最終的に話題語として出力する．共通一次属性

の所持数が同値の場合はその概念をすべて話題として

出力する．

4 評価

名大会話コーパスの口語会話文から目視で同じ話題

の続く会話部分を抜粋したものを 50セット用意し，そ

れらを用いて評価を行う．会話文には 3名の被験者に

よる目視によって評価された「正解の話題語」が付与

されている．提案手法では最終的に複数の話題語が出

力される可能性もあるため，評価としてすべての出力

に対する評価（精度）と正解の話題語を出力できてい

るかの評価（再現率）の二つを算出する．

3名の被験者に対して入力会話文と出力された全て

の話題語のセットを見せ，話題語に対して適する順に

2点，1点，0点の三段階評価を付けてもらう．3名分

の評価を合算し，合計点が 4点以上の話題語を○，2

点および 3点を△，0点および 1点を×としてこの割

合を精度とした．

表 3に評価結果を示す．

表 3: 評価結果

精度○ 精度△ 精度× 再現率

40.9％ 15.7％ 42.6％ 56.0％

結果として精度は○が 40.9％，再現率は 56.0％と

なった．再現率に比べ精度が低くなったが，これは 3.3

節以降の語の抽象化処理で多くの話題語が出力された

場合に雑音も多く含まれているためである．例えば図

3に示した会話の場合，正解の話題語「野球」は最終

出力に含まれていたため再現率は増加するが，それ以

外にも 16語が話題語として出力されていた．出力さ

れた話題語を図 7に示す．

全てが野球に関連する語ではあるが，話題としては

適切でないものが多い．精度評価において○となった

話題語は野球のみであり，5語が△，残りは×となっ

た．全く関連のない語が出力されているわけではない

が，話題を表す語として適切なものをさらに選別する

必要がある．
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図 7: 出力された話題語

5 まとめ

本稿ではある一つの話題についての口語会話文を入

力し，そこから話題を表す語（話題語）を出力する手

法を提案した．会話文中の語から共通要素を自動的に

抽出し，概念ベースの連鎖構造を利用することでそれ

らの共通要素をできるだけ持ち合わせた語を新たに想

起する．この処理により会話文中には出現していない

語でも話題として出力することが可能である．ただし，

提案手法では会話に関連のある語は出力できても，そ

れが話題を表す語として適切であるかの判断がまだ不

足していると分かった．今後は人間がどのような語を

話題として適切と感じるのか，そのメカニズムを調査

した上で話題語の精錬処理を追加する必要がある．
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